
第３回
TrendTiger_Indicatorの上手な使い方



機能の紹介とパラメーターの意味①

TrendTiger_Indicatorはブレイクアウトを捕らえようとするインディケーター

＜USDJPY5分足チャート＞

ブレイクアウトは“突然”＆“急”に起きる

初動が遅れると
不利な箇所でエントリーすることになる

反応が早すぎると、
“騙し”でエントリーすることになる

『初動に遅れない！』＆『“騙し”を回避』を両立する必要



機能の紹介とパラメーターの意味②
『初動に遅れない！』＆『“騙し”を回避』を両立する為には？

リアルタイム価格で判断する？ 不規則な挙動 “騙し”を回避するのが難しい

確定値で判断する？ （例）4時間足の終値 エントリーが遅れる

確定値＆短い時間足

確定値＆短い時間足 確定値＆短い時間足 確定値＆短い時間足＋ ＋

まだ不安・・・

＋

これなら
“騙し”が回避出来て、安心



機能の紹介とパラメーターの意味③
＜USDJPY5分足チャート＞

Force指数

ブレイクアウトに反応するForce指数を使用



機能の紹介とパラメーターの意味④
＜TrendTiger_Indicatorのパラメーター設定タブ＞ 複数の時間軸を設定出来る

ブレイクアウトを複数の短い時間軸で判断して、
“騙し”を防ぎ、エントリーを精確にする



機能の紹介とパラメーターの意味⑤

単純移動平均線

指数移動平均線

加重移動平均線

ブレイクアウトを早く感知したい

“騙し”は防ぎたい

＋

さらに、価格の挙動を早く感知したい場合は？

＋ 確定値複数の時間軸

加重移動平均線にすれば良い



機能の紹介とパラメーターの意味⑥
＜TrendTiger_Indicatorのパラメーター設定タブ＞ 計算方法

加重移動平均線

ForceMaMethodを
加重移動平均線（Linear Weighted）にすれば良い



パラメーターの設定方法①

Force指数（期間：２０）

Force指数（期間：４０）

－０．０３２７～０．２７１９

－０．０１９９～０．１４４７



パラメーターの設定方法②

Force指数の期間

Force指数の予測値が
平均の何倍になっているのか？



パラメーターの設定方法③

Force指数（期間：２０）

Force指数（期間：４０）

Force指数（期間：６０）

Force指数の期間

Force指数の予測値が
平均の何倍になっているのか？



損切り（SL）と利食い（TP）の設定方法



１回のトレードに
資産の１％のリスク

損切り（SL）と利食い（TP）の設定幅の考え方①



１回のトレードに
資産の０．５％のリスク

損切り（SL）と利食い（TP）の設定幅の考え方②



（式１）PF ＝ (RRR×WP)÷(1-WP)

ここで
PF＝（総利益 ）／ （総損失）
RRR＝（平均の利幅）／（平均の損失幅）
WP＝勝率

これを変形すると

（式２）WP＝PF÷（PF+RRR）
（式３）RRR＝｛PF×（1-WP）｝÷WP

計算式から損切り幅と利食い幅を確認①



破産確率表より、勝率が５１％以上であればよい。
（式２）WP＝PF÷（PF+RRR）≧０．５１
⇒PF÷（PF+RRR）≧０．５１
⇒０．４９×PF≧０．５１×RRR
⇒PF≧（０．５１×RRR）÷０．４９
⇒PF≧（５１×RRR）÷４９

PFは１以上になる必要があるので、
⇒PF≧１
⇒（５１×RRR）÷４９＝１
⇒RRR＝４９÷５１＝０．９６０７・・・

ここで、RRR＝TP÷SLであるので、
SL：TP＝１０Pips：９．６Pips
つまり、少なくとも、SL：TP＝１０Pips：１０Pips＝１：１であれば充分

計算式から損切り幅と利食い幅を確認②



TrendTiger_Indicatorの検証結果①
＜ドル円 ２０１４年の成績＞

勝率：５５．８％ PF：１．２６



＜ドル円 ２０１５年の成績＞

勝率：５８．３％ PF：１．４１

TrendTiger_Indicatorの検証結果②



＜ドル円 ２０１６年の成績＞

勝率：５６．６％ PF：１．３１

TrendTiger_Indicatorの検証結果③



検証結果時のパラメーター設定数値

SL：TP＝１：１

＜USDJPY：５分足チャートで検証＞



パラメーター設定次第で売買が変わる
＜５分足チャートに設定＞ ＜６０分足チャートに設定＞



＜６０分足チャート設定の場合＞

パラメーター設定次第で売買が変わる②



＜５分足チャート設定の場合＞

パラメーター設定次第で売買が変わる③



損切り幅と利食い幅の目安①

トレーダーの気持ち
⇒損切りラインには届いて欲しく無い
⇒利食いラインには届いて欲しい

値動きが利食いラインに届く必要がある

設定した時間の中で一番長い時間のボラティリティを確認



損切り幅と利食い幅の目安②
ボラティリティを見る為のテクニカル
・StdDev（標準偏差）
・ATR（アベレージ・トゥルー・レンジ）



損切り幅と利食い幅の目安③



損切り幅と利食い幅の目安④



損切り幅と利食い幅の目安⑤

移動平均線（期間２０）

標準偏差（期間２０）

ATR（期間２０）

ATRの計算方法

https://www.moneypartners.co.jp/support/tech/atr.html から引用



Indicatorのバックテスト手順①

【Step１】デモ口座を開設する

【Step２】ヒストリカルデーターをダウンロードする

【Step３】ＭＴ４を再起動する

【Step４】ストラテジーテスターを起動して、インディケーターを選ぶ

【Step５】ストラテジーテスターをスタートして、
起動するチャートでコツコツ成績を調べる。



Indicatorのバックテスト手順②
（１）AlpariのMT4インストーラーをダウンロードします
（２）AlpariのMT4をPCにインストールします
（３）デモ口座を開設します （４）取引サーバーに“Alpari-Demo”を選択する



Indicatorのバックテスト手順③

（５）“新しいデモ口座”を選択 （６）情報を入力



Indicatorのバックテスト手順④

（７）新しいデモ口座が作成される （８）新しいデモ口座が稼働し始める。



Indicatorのバックテスト手順⑤

（９）ヒストリーセンター

（１０）ヒストリカルデーターをダウンロード



Indicatorのバックテスト手順⑥

（１１）ＭＴ４を再起動する

（１３）TrendTiger_Indicatorを選ぶ

（１２）ストラテジーテスターを起動する



Indicatorのバックテスト手順⑦

（１４）プロパティ画面でパラメーターを設定する。

（１３）“スタート”を押す

（１４）新しいチャート画面が現れて、そのチャートが動き出す



10ヶ月で12000pips稼ぎ出したパラメーター設定

SL：TP＝１：１

＜GBPJPY：１５分足チャートで検証＞


